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８００億円の使い道は？ 
 

工務部会主催の原因究明委員会において、社長会見の話題が取 

り上げられました。 

２月１０日に公表された 

｢一連の輸送トラブルに対する弊社代表取締役社長コメント｣では、 
 

 
 

 

 

 
 

 

 

ＴＢＭ(時間基準保全)からＣＢＭ(状態基準保全)へと移行する

なか、設備の老朽化は確実に進んでいます。 
 

果たして現在の工事に加えて追加の修繕を行う体力がパートナ

ー会社や協力会社にあるのでしょうか。８００億円をただ消費す

るだけでは意味がありません。大切なことは「修繕が滞っていた

設備をいかに効率的に復旧させるのか」「設備故障を確実に減らす

には何が必要なのか」という点であり、不必要な機器や物品の購

入などで８００憶円を無駄にすることなく、本当に現場を強くす

るための活きたお金にしていかなければいけません。 
 

もし｢経費の使い方がおかしい｣と感じることがありましたら、

遠慮なく工務部会(jreu-koumu@outlook.jp)まで連絡をください。 
 

 

８００億円を活かすも殺すも、現場でのたたかい次第です！！ 
 

安安全全でで安安心心ししてて働働けけるる職職場場をを未未来来にに残残すすたためめににもも  

ＪＪＲＲ東東労労組組にに結結集集ししよようう！！！！ 

「２０２６年度の修繕費を増額し、２０２６年度末までに、

コロナ期の影響を全て取り戻すべく交換・修繕を実施する」 

「コロナ禍だった２０２０〜２２年度の３年間では８００億

円ほど減額していた」 

「具体的な金額は４月にも公表する」 

報道を通じて 

初めて知った 

この間、現場では必要最低限の予算の中で、工夫と努力を重ね、なんとか維持し

てきたのは私たちだ！ 

カギは 

現場力！ 
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